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議
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　１

、
認
知
症
に
対
す
る
知
見
は
。

２
、
介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て

い
る
認
知
症
を
患
う
方
の
人
数

は
。

３
、
在
宅
介
護
（
通
所
施
設
利

用
者
も
含
め
）
と
入
所
施
設
支

援
の
割
合
は
。

４
、
介
護
支
援
専
門
員
と
民
生

委
員
等
の
具
体
的
な
連
携
は
。

保
健
福
祉
課
長　

１
、
認
知
症
は
、
成
人
後
期
の

病
に
よ
る
、
慢
性
の
知
能
低
下

が
起
き
る
状
態
、
物
忘
れ
、
徘

徊
な
ど
が
そ
の
症
状
で
あ
る
。

主
た
る
原
因
は
脳
梗
塞
な
ど
の

脳
血
管
系
の
病
気
と
脳
委
縮
に

よ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
２

系
統
が
あ
る
。

　

正
し
い
判
断
と
適
切
な
介
護

が
必
要
で
あ
り
、
誤
解
や
偏
見

の
な
い
社
会
、
地
域
づ
く
り
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

２
、
町
内
に
は
、
平
成
24
年
５

月
現
在
451
名
の
要
支
援
・
要
介

護
認
定
者
が
い
る
。

３
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
284

名
・
63
％
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
167
名
・
37
％
で
あ
る
。

４
、
民
生
児
童
委
員
会
の
月
例

会
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
も
出
席
し
、
地
域
包
括

ケ
ア
会
議
に
民
生
委
員
さ
ん
や

警
察
の
方
に
も
出
席
い
た
だ

き
、
認
知
症
高
齢
者
の
実
態
把

握
を
し
て
頂
い
て
お
り
、
さ
ら

に
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

介
護
サ
ポ
ー
ト
の
自
作
自
演

の
寸
劇
や
介
護
予
防
教
室
、
講

演
会
な
ど
を
と
お
し
て
認
知
症

理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
。

認知症疾患対策は
地域のネットワークを進める

問

笹
沢　

武　

議
員

　
　

町
環
境
保
全
条
例
施
行
規

則
、
開
発
指
導
要
綱
で
は
、
開

発
地
の
計
画
総
合
面
積
が
、
千

㎡
以
上
と
な
る
も
の
に
つ
い
て

届
出
が
必
要
で
、
区
画
面
積
を

規
制
し
て
い
る
。

　

長
野
県
及
び
近
接
市
町
村
で

は
、
届
出
が
必
要
な
計
画
総
合

面
積
は
３
千
㎡
以
上
で
あ
る
。

　

近
接
市
町
村
並
み
に
計
画
総

合
面
積
を
緩
和
す
べ
き
と
思
う

が
、
町
の
考
え
を
問
う
。

企
画
財
政
課
長　

御
代
田
町
環

境
保
全
条
例
は
良
好
な
自
然
環

境
及
び
生
活
環
境
を
保
全
す
る

と
共
に
、
住
民
の
健
康
で
快
適

な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
の
必

要
事
項
を
規
定
し
、
開
発
指
導

要
綱
を
施
行
し
て
い
る
。

　

本
条
例
制
定
当
時
の
よ
う

な
、
懸
念
事
項
の
多
発
す
る
事

態
は
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

　

当
町
の
良
好
な
景
観
保
全
、

開
発
行
為
地
の
周
辺
に
お
住
い

の
皆
さ
ま
の
安
心
を
担
保
す
る

に
は
、
近
接
市
町
村
と
足
並
み

を
揃
え
面
積
を
緩
和
す
る
こ
と

は
、
時
期
尚
早
と
考
え
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
御
代
田
町

環
境
保
全
条
例
を
順
守
し
、
千

㎡
以
上
の
面
積
で
の
届
出
に
よ

り
、
自
然
環
境
・
生
活
環
境
の

保
全
に
努
め
た
い
と
考
え
る
。

　

な
お
開
発
行
為
の
届
出
に
関

し
て
は
、
単
な
る
土
地
の
分
筆

に
つ
い
て
も
、
宅
地
の
造
成
や

分
譲
と
同
様
に
、
多
く
の
添
付

書
類
の
提
出
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
一
部
添
付
書
類

の
省
略
な
ど
、
手
続
の
簡
素
化

は
検
討
し
て
い
る
。

開発指導要綱の見直しは
今後も御代田町環境保全条例を順守する

問

造成中の土地

介護予防教室での寸劇「認知症」
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体
育
施
設
や
エ
コ
ー
ル
等

の
貸
出
し
方
法
に
つ
い
て
、
定

時
間
内
の
貸
出
し
の
み
で
な
く
、

早
朝
や
休
み
時
間
等
を
含
め
柔

軟
な
対
応
を
求
め
る
が
、
検
討

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
問
う
。

教
育
次
長　

体
育
施
設
の
貸
出

し
方
法
は
、
御
代
田
町
体
育
施

設
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る

条
例
や
規
則
、
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
条
例
や
規
則
に
よ
り

貸
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

　

条
例
に
延
長
の
条
項
は
な
い

が
、
ほ
か
の
利
用
者
が
い
な
い

場
合
、
引
き
続
い
て
時
間
区
分

で
対
応
し
て
い
る
。

　

条
例
で
は
利
用
時
間
は
午
前

９
時
か
ら
と
な
っ
て
い
る
が
、

早
起
き
野
球
、
各
種
体
育
団
体

の
大
会
、
硬
式
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
練
習
な
ど
は
、
事

前
に
協
議
を
し
た
結
果
、
必
要

と
認
め
る
も
の
や
大
会
運
営
上

で
、
受
付
や
練
習
、
競
技
な
ど

早
い
時
間
か
ら
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
、
必
要
と
思

わ
れ
る
も
の
は
早
朝
利
用
で
対

応
し
て
い
る
。

　

体
育
施
設
関
係
に
つ
い
て

は
、
毎
年
多
く
の
皆
様
が
利
用

さ
れ
る
７
月
半
ば
か
ら
９
月
半

ば
ま
で
の
間
、
休
館
日
を
設
け

ず
に
開
館
し
、
施
設
の
貸
出
し

を
行
っ
て
い
る
。

　

利
用
者
が
責
任
を
持
っ
て
利

用
し
ま
す
と
言
わ
れ
て
も
、
事

故
が
あ
っ
た
場
合
は
、
施
設
管

理
者
の
責
任
が
必
ず
問
わ
れ
る

の
で
、
休
日
の
貸
出
し
を
行
う

こ
と
は
、
非
常
に
厳
し
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

公共施設の有効活用は
体育施設は期間限定で休日対応している

問

小
井
土　

哲
雄　

議
員

　
　

児
玉
荒
町
線
が
６
月
よ
り

工
事
が
始
ま
り
、
そ
の
先
の
町

営
住
宅
西
側
道
路
が
拡
幅
さ
れ
、

県
道
借
宿
・
小
諸
線
に
接
続
さ

れ
て
児
玉
荒
町
線
が
全
線
完
成

と
な
る
が
、
平
和
台
団
地
の
在

り
方
と
今
後
の
児
玉
荒
町
線
の

整
備
計
画
を
問
う
。

建
設
課
長　

一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
も
入
居
し
て
い
る
中
、
健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
環

境
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ

る
。

　

大
規
模
な
環
境
改
善
事
業
を

実
施
す
る
と
、
低
廉
な
家
賃
を

値
上
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

近
年
の
町
営
住
宅
の
入
居
申

込
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

民
業
の
圧
迫
を
し
な
い
事
と

民
間
活
力
増
進
の
た
め
、
当
面

の
間
、
町
営
住
宅
の
建
設
は
行

な
わ
ず
、
平
和
台
町
営
住
宅
は

用
途
廃
止
、
取
り
壊
し
を
行
な

う
方
針
と
し
て
平
成
21
年
４
月

か
ら
、
新
た
な
入
居
者
の
募
集

を
停
止
し
て
い
る
。

　

耐
振
基
準
を
考
え
る
と
退
去

が
理
想
で
あ
る
が
、
も
う
少
し

空
室
が
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
、

入
居
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
を
実
施
し
、
入
居
者
の
事
情

等
を
考
慮
の
う
え
、
場
合
に
よ

っ
て
は
児
玉
荒
町
線
の
反
対
側

の
町
営
住
宅
へ
転
居
な
ど
の
手

法
を
検
討
し
た
い
。

　

今
後
国
か
ら
示
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
平
成
26
年
度
以
降
の
旧

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
第

２
期
５
ヵ
年
計
画
（
仮
称
）
で

児
玉
荒
町
線
の
道
路
改
良
事
業

の
実
施
が
可
能
か
否
か
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

平和台団地の今後の在り方は
用途廃止、取り壊し方針

問

町営グラウンド

町営住宅西側道路


